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平成19年度外国学校卒業学生特別選
考の受験者数決まる

学生部

平成19年度外国学校卒業学生特別選考の願書受付は、
第１種が12月11日（月）、第２種が11月10日（金）に締
め切られた。
志願者は、第１種（外国人）93人、第２種（日本人）

128人、合計221人で前年度より34人増であった。
また、その後行われた第１次選考の結果、外国学校卒

業学生特別選考第２次学力試験の受験者数が確定し、２
月上旬に各人あて通知された。

なお、志願者の種別の人数、国籍等（第１種）及び修
学先の所在国名等（第２種）の内訳は、次のとおりであ
る。

【第１種】
中　国 61 人
韓　国 19 人
台　湾 2 人
マレーシア 3 人
インドネシア 2 人
ベトナム 3 人
モンゴル 1 人
ネパール 1 人
サウジアラビア 1 人

合　計 93 人

【第２種】
アメリカ 51 人 ニュージーランド 4 人
イギリス 12 人 タ　　イ 1 人
オーストラリア 10 人 オランダ 3 人
フランス 4 人 イタリア 1 人
ド イ ツ 3 人 ミャンマー 1 人
カ ナ ダ 3 人 スウェーデン 1 人
シンガポール 3 人 スイス 1 人
インドネシア 2 人 チェコ 1 人
スペイン 2 人 オーストリア 1 人
中　国 11 人 ブラジル 1 人
台　湾 2 人 ベトナム 1 人
韓　国 3 人 インド 1 人
フィリピン 2 人 南アフリカ 1 人
ベルギー 2 人

合　　計 128 人

１月17日（水）14時30分から、「本郷消防署 防災シン
ポジュウム」が、本学農学部の弥生講堂にて開催され
た。
このシンポジュウムは、阪神・淡路大震災（平成７年

１月17日）によって創設された「防災とボランティアの
日」（毎年１月17日）の関連行事として、地域の「自
助・共助」精神の醸成、防災意識の高揚及び行動力の向
上を目的として、本郷消防署によって企画されたもので
ある。首都直下型地震の発生が危惧されるなか、文京区
内においても、消防団、町会、自治会、自主防災組織や
災害時ボランティア等を含めた地域一体の取り組みが求
められている。
当日は、旧山古志村村長の長島忠美氏（現・衆議院議

「防災シンポジュウム」開催される

環境安全本部

外国学校卒業学生特別選考第１次選考結果
科類 第１種（外国人） 第２種（日本人）

志願者数 第１次 志願者数 第１次
文科一類 6 3 27 14

文科二類 27 7 32 11

文科三類 12 4 31 10

理科一類 35 11 16 9

理科二類 13 3 19 15

理科三類 0 0 3 1

合　　計 93 28 128 60
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員）から、新潟県中越地震（平成16年10月23日）におけ
る、住民の「自助・共助」による地震被害の軽減に向け
た実際の取り組みが、基調講演（「中越地震発生！その
とき山古志村の人々は」）のなかで紹介された。次いで、
文京区の地域防災に向けた取り組みが、向ヶ丘一丁目中
町会、千駄木二丁目西町会、丸山福山町町会、根津富永
町会から発表され、本学環境安全本部からも「文京区に
おける東京大学の防災への取り組み」として、「大規模
震災時における東京大学の重点対応」、「東京大学として
の地域協力活動」、「平成17年度 本郷消防署との活動実
績」等の報告を行った。
なお、参加者数は一般の聴講者を中心に本学教職員及

び学生等を含め約380名に達し、会場となった弥生講堂
では一時、立ち見が出るほどの盛況となり、このトピッ
クスに関する学内外の関心の高さをうかがわせた。

１月26日（金）10時から10時30分まで、「文化財防火
デーに伴う消防演習」が、本学本郷キャンパス赤門にて、
東京消防庁本郷消防署、付近消防団、東京大学との共催
により実施された。赤門での演習は、昨年度に続き２回
目である。
今回の東大赤門における演習は、受験生が赤門から出

火しているのを発見し、自衛消防隊による初期消火では
対応できずに、赤門が延焼拡大したという想定で行われ
た。本郷消防署からは、ポンプ車３隊、はしご車１隊、
指揮隊１隊、消防団隊１隊が出動し、一斉に放水を行っ
た。赤門の壁面や屋根に水を直接かけることはなかった
が、赤門上空には９口の放水体系による水幕が見事にか
たちづくられた。
なお、「文化財防火デー」は、昭和24年１月26日、現

存する世界最古の木造建造物である法隆寺（奈良県斑鳩
町）の金堂で火災が起き、白鳳時代に描かれた十二面壁
画が焼損したことをきっかけに、昭和25年に文化財保護
法が制定されたことに始まる。以来、毎年この日を中心
に、文化庁と消防庁が連携・協力して、全国各地で消防
演習等の文化財防火運動を展開している。今年で53回目
を迎える本演習は、国宝の興福寺五重塔（奈良県奈良市）、
重要文化財の本門寺五重塔（東京都大田区）等で実施さ
れ、本郷消防署の管区内では、東大赤門のほか、「吉祥
寺」（文京区本駒込）や「湯島天神」で、同様の消防演
習が行われた。東大赤門は、文政10年（1827）建立の旧
加賀藩屋敷御守殿門であり、昭和６年に国宝指定されて
いる（現在は重要文化財）。

「文化財防火デーに伴う消防演習」
実施される

環境安全本部

旧山古志村村長　長島忠美氏（現・衆議院議員）

本学の防災活動についても質問が寄せられた

赤門に向けた一斉放水
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２月１日（木）～２日（金）小柴ホールにおいて、サ
ステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）、国際研究型
大学連合（IARU）共催による国際シンポジウム"The

Evolution of Sustainability Science - Energy, Resources

and Environment"が開催されました。
15以上の研究発表があり、100名を超える国内外から

の参加者から活発に質問や意見が出され、白熱した議論
が繰り広げられました。

２月３日（土）13時から安田講堂において、サステイ
ナビリティ学連携研究機構（IR3S）、日本経済新聞社、
国際研究型大学連合（IARU）共催による公開シンポジ
ウム「資源と環境が支える地球と人類の未来」が、東京
大学創立130周年記念事業の一環として開催されました。

小宮山総長の趣旨説明に引き続き、産業界から奥田碩
トヨタ自動車株式会社取締役相談役、政・官界から川口
順子参議院議員、海外からGarry Brewer（ゲリー・ブ

初期消火後、通報に走る自衛消防隊員

法隆寺金堂壁画のデジタル画像による再現
総合研究博物館ホームページより

http://www.um.u-tokyo.ac.jp/DM_CD/DM_CONT/HORYUJI/HOME.HTM

国際シンポジウム・公開シンポジウ
ム開催される

サステイナビリティ学連携研究機構

国際シンポジウム（小柴ホール）

奥田碩トヨタ自動車株式会社取締役相談役
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ルーワー）イエール大学教授を招き基調講演を行ないま
した。

シンポジウム後半では「資源・エネルギーから考える
持続可能な未来社会」と題したパネル討論を行ない、討
論の最後には会場からの質問にパネリストが答える時間
も設けることができました。
住明正教授・TIGS統括ディレクターからの挨拶で閉

幕となりました。

1100名を超える聴講者があり、満席の大盛況でした。
ほとんどの方が最後まで席を立たず、地球温暖化問題に
象徴される「サステイナビリティ学」に関する関心が非
常に高いことが分かりました。
また、シンポジウムでは、サステイナビリティ学連携

研究機構の活動を紹介するポスター展示や前日（２月２
日）に発表されたばかりのIPCC（気候変動に関する政
府間パネル）第４次評価報告書に基づく、「気候の安定
化に向けて直ちに行動を！－科学者からの国民への緊急
メッセージ－」（IR3Sホームページ参照）も参加者全員
に配布されました。

≪公開シンポジウムプログラム≫

趣旨説明

小宮山　宏　東京大学総長・IR3S機構長
「サステイナビリティ学の世界的研究拠点形成を
目指して」

基調講演

奥田　碩　トヨタ自動車株式会社取締役相談役
「産業界における資源・エネルギー問題と
サステイナビリティ」

川口　順子　参議院議員・元外務大臣・元環境大臣
「もっと環境先進国へ～私からの提案～」

Garry Brewer（ゲリー・ブルーワー）イエール大学教授
「未来を創る：持続性へのシナリオ構築 」

総合討論

「資源・エネルギーから考える持続可能な未来社会」
パネリスト：松尾友矩東洋大学学長／Peter Wilderer

（ピーター・ウィルダラー）ミュンヘン工科大学教
授／Leena Srivastava（リーナ・スリバスタバ）エネ
ルギー資源研究所(TERI)エグゼクティブディレクタ
ー／Garry Brewer（ゲリー・ブルーワー）イエール
大学教授
モデレータ：武内和彦教授・IR3S副機構長

国際シンポジウム・公開シンポジウムの詳細は、サス
テイナビリティ学連携研究機構ホームページで近日公開
いたします。

http://www.ir3s.u-tokyo.ac.jp/

IR3Sの活動についてのポスター展示

川口順子参議院議員

パネル討論
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１月10日（水）、実世界情報システムプロジェクトが
報道関係者向けの最終成果デモンストレーションを実施
した。
実世界情報システムプロジェクトは、超ロバスト計算

原理プロジェクト、大域ディペンダブル情報基盤プロジ
ェクトとともに21世紀COE拠点プログラム「情報科学
技術戦略コア」に所属している。大学院情報理工学系研
究科ならびに大学院工学系研究科精密機械工学専攻の研
究室が本プロジェクトに参加し、ロボットやエージェン
トによって人間の行動を多面的に支援する統合的な環境
の研究開発を共同で進めてきた。
本年度は実世界情報プロジェクトの最終年度に当た

り、今までの成果を統合した「実世界ショールーム」を
実際に構築した。実世界ショールームには、ヒューマノ
イドロボットやVRシステム、エージェントシステムな
ど、多種類のロボットや情報システムが存在する。それ

全体会での様子

グループ討論の様子

12月19日（火）本郷キャンパス山上会館において、東
京工業大学と共催で、博士課程学生交流セミナーが開催
された。
本セミナーは、文部科学省特色ある大学院教育支援プ

ログラム「コアリッションによる工学教育の相乗的改革」
の支援を受けて、学生により企画・運営されているセミ
ナーである。博士課程学生間の専攻と大学を超えた人的
交流関係を構築し、各専攻・大学で進められている先端
的取組、学術研究等に関わる根幹的な情報の交換を行う
と同時に、多面的なモノの見方の醸成、学術研究などへ
の刺激、国際化への関心の相互触発などを目指すイベン
トである。
当日は、東大、東工大からそれぞれ参加した博士課程

学生35名と教員18名に加えて、産業界から13名の参加者
を招いた。基調講演として、小野京右東京工業大学名誉
教授と鈴木浩GE Infrastructure Energy技監の御二方に
お話を伺ったほか、「科学技術創造立国の実現に向けて」
というテーマを設定して、グループ討論が行われた。
小野京右名誉教授による講演では、「工学部博士課程

学生に期待するもの」という題目で、主体性や専門力の
重要性などを伺った。鈴木浩氏による講演では、「イノ
ベーション創出に向けて皆さんに期待すること」という
題目のもと、イノベーションやリーダーシップに関する
お話を伺った。
また、グループ討論では、参加者が６グループに分か

れて、科学技術創造立国実現に向けて不可欠であると考
えられる「研究倫理」、「コミュニケーション力」、「研究
力」、「リーダーシップ」、「教育」、「産学連携」という小
テーマを設定して、双方向的な雰囲気で活発な議論が展
開された。
現在、来年度のセミナーを企画する幹事を募集してい

るので、他分野学生との交流に興味のある方は、以下の
メールアドレスに連絡を頂きたい。

E-mail：phd_forum@eis.t.u-tokyo.ac.jp

東大・東工大共催博士課程学生交流
セミナー開催

大学院工学系研究科・工学部

実世界情報システムプロジェクト
最終デモンストレーションを実施

大学院情報理工学系研究科



らの要素が互いに協調し、人間の状態に合わせてその人
の行動を臨機応変に支援する様子を実演した。

大学院理学系研究科では、附属植物園及び生物科学専
攻が中心となって、日本学術振興会の平成18年度「研究
成果の社会還元普及事業　ひらめき☆ときめきサイエン
ス～ようこそ大学の研究室へ～ＫＡＫＥＮＨＩ」に応募
し、１月14日（日）、「熱帯植物の不思議をさぐる」を開
催した。
本プログラムは、基盤研究（Ａ）「石灰岩地域におけ

る日華区系植物の多様化と分化」（平成９～11年度）同
「南ヒマラヤ地域の植物多様性」（平成13～16年度）、国
際学術研究「熱帯植物の異時性に関する進化学的研究」
（平成７～９年度）などの成果の社会還元の一環として、
中学生・高校生を対象として計画した。
プログラムは次のとおりである。

●講演・スライド
邑田　仁
熱帯地域でのフィールド調査と熱帯植物の特徴

塚谷裕一
熱帯植物の葉の形態進化とその遺伝的背景

●温室見学
●熱帯の果物試食・フリートーク（クッキータイム）、
未来博士修了証書授与式

参加者は父兄を含め、12校から24人であった。参加者
のアンケートによると、大変好評で「知らない植物がい
っぱいあって驚いた。勉強になった」「また参加したい」
という回答が多く寄せられた。

スライドを使っての講演には、「バナナがコウモリ媒
花の種類の一つだとは知らなかった」「先生の発見した
新種の植物や食虫植物の話等はとても魅力的だった」、
温室見学では、「今まで見たことのないような植物がた
くさんあっておもしろかった」「温室の中の植物の多さ
に驚いた」、クッキータイムには、「熱帯の植物を食べた
り、見たり、さわったりできたので熱帯の植物に興味を
持ったり、知ることができた」「ミラクルフルーツやド
リアンという果物を初めて見て興味が沸いた」などの感
想が寄せられている。
プログラムの最後には、東京帝国大学から明治39年に

出版された「大日本植物志」（植物図と記述は牧野富太
郎による）第１巻第３集の表紙の図柄を使った修了証書
が参加者に授与された。
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デモンストレーション風景

温室見学

ドリアンを切る様子を覗き込む参加者

修了証書授与

ひらめき☆ときめきサイエンス
「熱帯植物の不思議をさぐる」
開催される

大学院理学系研究科・理学部
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総合研究博物館は、興和不動産株式会社の支援を得て、
１月17日（水）から東京都港区の「赤坂インターシティ」
１階オフィス・エントランスホールにおいて「モバイル
ミュージアム001」の展示を開始した。
初日の１月17日（水）には名倉三喜男興和不動産株式

会社代表取締役社長、小宮山宏総長をはじめ藤井博英副
理事、林良博総合研究博物館長、担当教員の西野嘉章教
授らの出席のもと、オープニングセレモニーが行われ
た。
モバイルミュージアムとは、博物館に収蔵されている

学術標本を小型ミュージアム・ユニットに組み入れて、
社会の様々な場所に展開・流動させる日本初の遊動型博
物館である。第１回目として行われる「赤坂インターシ
ティ」での展示では、マゼランペンギンの骨格標本や水
圏に関わる動物学標本、金塊レプリカ等が展示されてい
る。３年間の展示を予定しており、半年ごとに展示品を
入れ替える。

「モバイルミュージアム001」
公開：月～金曜日の9:30～18:00 土日祝日は閉館
会場：赤坂インターシティ（港区赤坂1－11－44）

東京メトロ溜池山王駅13番出口から徒歩２分
詳細：http://www.um.u-tokyo.ac.jp/

１月23日（火）10時30分より、工学部２号館大講堂に
おいて、東洋文化研究所シンポジウム「第２回アジア古
籍保全講演会」（創立130周年記念事業）が開催された。
東洋文化研究所の蔵書を始め、学内、学外に現存する貴
重な古籍コレクションの保全対策は重要かつ緊急の問題
であり、本講演会はこの課題に取り組む関係者の意識向
上とスキルアップを目指したものである。昨年度に引き
続き２回目の開催となった。
午前の部は、関本照夫教授（本研究所長・汎アジア部

門）による挨拶に引き続き、「漢籍・中国書の劣化調査
と補修」として、本研究所蔵漢籍（叢書部）に対する劣
化状態悉皆調査の中間報告が行われた（報告者：木部徹
氏＜（有）資料保存器材＞）。現時点までの調査では虫
損・カビ等の被害はほとんど見られず、大半が通常の利
用には問題のない良好な状態だということであった。
続いて「アジア近現代資料の保存と利用」として、小

島浩之氏（経済学部図書館資料室助手）により、経済学
部所蔵資料に対する図書館・資料室・文書室による保存
の取り組みについて報告が行われた。特に最近の成果と
して環境対策やマイクロフィルムの劣化調査を取り上
げ、保存計画を検討する際の基本姿勢等についても話題
が及んだ。
午後の部では、周崇潤氏（中国国家図書館善本特蔵部

図保組組長）により、「中国古籍の保全と修復」と題し
て中国国家図書館の資料保全の状況についての講演が行
われた（通訳：橋本秀美北京大学歴史系副教授）。古籍
の保護及び修復に関する技術的な紹介と科学的な研究成
果の応用状況について、敦煌遺書や「永楽大典」等個別
資料の修復状況も交えた実に幅広く精細な紹介があっ
た。
次に、「書籍・資料のカビとその対策」として、木川

りか氏（東京文化財研究所保存科学部主任研究官）によ
り、IPM（Integrated Pest Management:総合的有害生
物管理）の見地から、図書館にとって悩みの種であるカ
ビの問題についての講演が行われた。カビ対策は、湿度
調整等の環境管理によりそもそも発生させないことが肝
要であるという基本的考え方や、人体へのカビの影響に
ついて、さまざまな機関での豊富な対策事例を交えて解
説があった。
鎌田繁教授（本研究所副所長・西アジア部門）の司会

で行われた総合討論では、会場から寄せられた多数の質
問を下地に、各報告・講演の補足説明と活発な意見交換
が行われた。
図書室企画による本講演会は、前回の好評を受けて継

続開催が実現したものである。研究所の改修工事を控え
蔵書移転作業の合間を縫っての慌しい開催となったが、
日程がおよそ５時間半という長丁場にもかかわらず、学

興和不動産本社にて（左より）名倉社長、林館長、小宮山総長

『モバイルミュージアム』始動

総合研究博物館

東洋文化研究所シンポジウム
第２回アジア古籍保全講演会を開催

東洋文化研究所
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内、学外の大学や図書館等から計177名の参加者を得て、
今回もまた予想以上の盛会となったことは関係者一同喜
びに耐えない。聴講者、講師陣、またご協力いただいた
創立130周年事業関係者、会場をご提供くださった工学
系研究科関係者各位にこの場を借りて厚くお礼を申し上
げたい。

１月24日（水）16時30分から、駒場キャンパスのファ
カルティハウスにて「第４回東京大学学生発明コンテス
ト」の表彰式が行われた。このコンテストは、学生が発
明や知的財産権に対する理解を深めることを目的に、生
産技術研究所・産学連携委員会（委員長：桑原雅夫教授）
と財団法人生産技術研究奨励会（TLO）の主催で企画
されたものである。東京大学の学生を対象に平成18年７
月３日から同９月29日まで応募を受け付けた。応募され
た発明は、その発明の斬新さや書類の完成度などを基準
に書類審査を行い、11件を本審査の対象とした。本審査
は大学の教員の他に、弁理士、TLO職員をはじめとす

る知的財産を取り扱う専門家の協力のもとに、12月26日
（火）に行われた。発明者である学生のプレゼンテーシ
ョンとそれに対する質疑応答の後、発明の新規性・着想
や産業財産権としての価値、技術レベルや、先行技術と
の差異を明確に示しているかなどのプレゼンテーション
の内容の評価も加えて選考を行い、９件に絞り込み、最
優秀賞（１件）、優秀賞（２件）、アイデア賞（１件）、
奨励賞（５件）の授与候補者が選ばれた。
表彰式は、前田正史生産技術研究所長による挨拶、藤

田隆史産学連携本部長による来賓のご挨拶の後に、受賞
者に対して各賞の表彰状、楯、副賞が贈呈された。最優
秀賞は、「独自操作可能な実験動物用保定器（①筋肉注
射②尾動静脈注射・採血用）」を発明した農学生命科学
研究科獣医学専攻博士４年の李禎翼（イー　チョンイッ
ク）君、優秀賞は、「オートリバーシ」を発明した工学
系研究科航空宇宙工学専攻修士１年の千蔵真也君、およ
び「多ニューロン画像法～脳の活動を映画のようにとら
える～」を発明した薬学系研究科生命薬学専攻修士２年
の佐々木拓哉君に授与された。表彰後、桑原雅夫審査委
員長により発明に対する講評が述べられ、続いて受賞者
を代表して李禎翼君が挨拶をし、記念撮影の後、記者会
見および懇談会が行われた。

本コンテストは、柔軟な思考を持つ学生が自らの発明
を文書化してアピールし、かつ権利主張を行うトレーニ
ングの機会を与える「教育プログラム」として企画され
ている。日常のふとした思いつき、趣味の世界から最先
端研究に至るまで、あらゆる分野を対象として、斬新な
アイデアの積極的応募を期待している。さらに、応募さ
れた発明の中の特に優秀な発明に対しては、財団法人生
産技術研究奨励会（TLO）が特許出願までサポートす
ることを用意している。
この発明コンテストは、第４回を数え、応募者の所属

も、工学系はもとより、理学系・農学生命科学系・医学
系・薬学系と広く理系全般、さらには文科系へと広がり、
東京大学の学生発明コンテストとして全学で認知されつ
つあるところである。今後、「発明コンテスト」により
多くの学部学生や大学院生が応募することにより、発想
を特許という形のあるものにつなげる意識の輪が学内に
広がることを期待している。

「第４回東京大学学生発明コンテス
ト」開催される

生産技術研究所

講演者・報告者全員による総合討論

記念写真

会場の様子
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本コンテストの詳細は、発明コンテストのホームペー
ジ（http://hatsumei.iis.u-tokyo.ac.jp/）に掲載されてい
る。

第４回東京大学学生発明コンテスト※１
受賞者一覧（所属・学年は平成18年９月現在）

最優秀賞

李　禎翼（農学生命科学研究科獣医学専攻・博士４年）
「独自操作可能な実験動物用保定器
（①筋肉注射②尾動静脈注射・採血用）」

優秀賞

千蔵　真也（工学系研究科航空宇宙工学専攻・修士１年）
「オートリバーシ」

優秀賞

佐々木　拓哉（薬学系研究科生命薬学専攻・修士２年）
「多ニューロン画像法
～脳の活動を映画のようにとらえる～」

アイデア賞

代継　富実偉（工学系研究科原子力国際専攻・修士２年）
「コントローラブル生分解性プラスチック」

奨励賞

田中　陽（工学系研究科応用化学専攻・博士２年）
「飴細工モールディング」

奨励賞

與儀　剛史（工学系研究科物理工学専攻・博士２年）
「電気泳動・動的光散乱法」

奨励賞

伊東　利郎（理学部情報科学科・４年）
「同期式パイプラインSRAM（SSRAM）の低遅延読
出し方式」

奨励賞

柏木　謙（工学系研究科電子工学専攻・博士３年）
「効率的カーボンナノチューブ光デバイス作製法」

奨励賞

軍司　怜
（学際情報学府学際理数情報学コース・修士１年）
「超柔軟要素を用いた３次元表面ディスプレイ」

※１：総応募件数19件（第１回は20件、第２回は22件、
第３回は20件）、詳細は発明コンテストのホームペー
ジ（http://hatsumei.iis.u-tokyo.ac.jp/）をご覧下さい。

東京大学130周年記念事業の一環として、２月11日
（日）に、本学理学部小柴ホールにおいて、「火山噴火罹
災地の文化・自然環境復元シンポジウム　－アウグスト
ゥスの別荘？または神域？」と題する国際シンポジウム
が実施された。
これは東京大学を中心とする研究チームが2001年より

イタリア・カンパーニァ州ソンマ・ヴェスヴィアーナに
おいて実施している、ローマ時代遺跡の発掘調査を中核
とした学際的研究プロジェクトの研究成果発表の一端で
あり、今回も、内外から多数の研究者が参集し、考古学、
歴史学、美術史学、建築学、火山学、地理学、植物学、
環境学、計測工学、土木工学など、様々な視点からの成
果が発表され、一般聴衆130名を含む、約160名の参加者
の下、活発な論議が交わされた。

昨年12月17日～23日に埼玉県熊谷市で行われた第22回
関東学生グライダー競技会で、本学運動会航空部・尾松
俊（おまつ・たかし、工・４年）選手が個人の部で優勝
を果たした。関東大会で東大選手が優勝を飾るのは史上

東京大学運動会航空部、関東大会に
て初の個人優勝

学生部

「火山噴火罹災地の文化・自然環境復
元シンポジウム　－アウグストゥス
の別荘？または神域？－」開催

東京大学ソンマ・ヴェスヴィアーナ発掘調査団

研究発表風景　U. Pappalardo教授（ナポリ大学）
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初めて。
学生グライダーの競技は三角場周が基本であり、滑空

場を含む規定された３点を回った時間を競う。エンジン
のないグライダーが長距離を滑空するためには高度の獲
得が不可欠であり、滑空技術に加え気象を読む力、上昇
気流を掴む腕も要求される。
大会出場したグライダーは、SZD51-1 Juniorと呼ばれ

る機体。スタンダードクラスという競技向けの高性能機
での出場もあるなか、その下のクラブクラスとして規定
される機体での参戦となった。

関東大会中は天候に恵まれず、グライダーで飛ぶ上で
必要不可欠な上昇気流が乏しい状態が続いた。そんな中、
大会４日目にして尾松選手はわずかなチャンスを掴み、
全ての規定ポイントを回っての滑空を決めた。飛行点数
は満点の1,000点だった。この滑空が大会を通じてただ
１回の周回となり、結果として他の選手と大きく点数を
引き離しての優勝となった。

この大会により東大チームは第47回全日本学生グライ
ダー競技選手権大会の出場権も同時に獲得した。同大会
は、３月に埼玉県妻沼滑空場にて行われる。

出場機体および尾松選手

大会４日目、尾松選手２回目のフライト。
全参加選手中唯一の周回
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国際シンポジウム開催のお知らせ

大学院情報学環
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コメント：

相澤清晴（情報理工学系研究科）

パネルディスカッション：

司会：吉見俊哉（情報学環）

詳細については、下記ホームページ参照。
http://content-gakubu.iii.u-tokyo.ac.jp/

言語：日本語・英語（同時通訳）
申し込み：不要
参加費：無料

問い合わせ先：
大学院情報学環コンテンツ創造教育研究コア
E-mail：gakubu-info@iii.u-tokyo.ac.jp

本学ではトランスレーショナルリサーチ（TR）のあ
り方を全学的に検討しており、近く学内にTRセンター
（仮称）を設置する予定です。
そこで、この度「東京大学臨床展開研究シンポジウム」

を開催し、本学におけるTRの必要性、役割、意義、更
に産官学連携のあり方についてディスカッションするこ
と致しました。
発言者には、小宮山宏総長、永井良三教授（医学部附

属病院長）、山下直秀教授（医科学研究所附属病院長）、
油谷浩幸教授（先端科学技術研究センター）、渡邉俊樹
教授（新領域創成科学研究科）、長野哲雄教授（薬学系
研究科）、松本洋一郎教授（工学系研究科長）などを予
定しています。
講演後はポスター展示会場で、各研究グループの研究

成果を発表致します。臨床応用を目指す研究にご関心を
お持ちの皆様には、是非奮って参加登録をして頂きます
ようお願い申し上げます。

日時：３月２日（金）14:00～17:30

会場：大講堂（安田講堂）
内容：講演、パネルディスカッション、

ポスターセッション

東京大学大学院情報学環国際シンポジウム

「デジタル・コンテンツは大学を変えるのか？

－デジタル時代の教育研究を考える日米会議－」

デジタル・コンテンツは、21世紀の大学教育のあり方
を変えつつあります。この国際シンポジウムでは、主に
ゲームに関わる大学教育について、南カリフォルニア大
学とマサチューセッツ工科大学より２名を招き、米国に
おける現状をお話いただき、本学からは情報学環が行っ
てきたコンテンツ人材養成等の取り組みを紹介します。

【プログラム】

日時：２月22日（木）13:00～17:00

会場：本郷キャンパス工学部２号館９階
情報学環プレゼンテーションルーム1（92B1/92B2）

講演：
Douglas Thomas（南カリフォルニア大学）

"What is New about New Media and Education ?:

Entertainment Studies for the 21st Century"

William Uricchio（マサチューセッツ工科大学）
"Comparativity as a Strategy for the Study of

Media in Transition"

馬場章（情報学環）
「日本におけるコンテンツ教育と研究－ゲーム教育
と研究を中心に－」

東京大学創立130周年記念事業公開シンポジウム
「東京大学臨床展開研究シンポジウム
－ベンチからベッドサイドへ・そして社会へ－」

医学部附属病院
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申込方法：
参加希望の方は、下記ホームページよりお申込み下さ
い。
http://www.rinshoutenkai.org/

問い合わせ先：
医学部附属病院総務課総務企画チーム庶務担当
TEL:03-5800-8605 内線:32203

E-mail: byoinsyomu@adm.h.u-tokyo.ac.jp

内容：
老後を迎えるにあたって起こり得る様々な問題につい
て、老年病の各専門分野の方々にお話をうかがいます。

対象：どなたでもご自由です。（年齢制限はありません）
参加費：無料
申し込み：不要（当日直接会場へいらしてください）
会場：東大病院 入院棟A 15階大会議室
開催日：３月28日から６月13日までの毎週水曜日
（４/４と４/11はお休みですのでご注意ください）
時間：14時から15時まで

【開催テーマ】

３月28日　大内教授
「老年病科，抗加齢医学（アンチエイジング）とは」

４月18日　東先生
「転倒・骨折，骨粗鬆症」

４月25日　井上師長
「床ずれ（褥瘡）の予防と実際」

５月２日　山口（潔）先生
「物忘れ・認知症，うつ」

５月９日　五十嵐先生
「高齢者の医療制度、介護保険サービス」

５月16日　柳澤マネージャ
「介護の予防と実際」

５月23日　野村先生
「高齢者の糖尿病」

５月30日　小島先生
「高齢者の高血圧」

６月６日　山本先生
「食事中のむせ込み・誤嚥性肺炎」

６月13日　秋下助教授
「病院・薬とうまく付き合うために」

第３回　高齢者教室のお知らせ

医学部附属病院

共催：東京大学医師会
問い合わせ先：
東大病院老年病科　03-5800-8652 担当　野村

ナノバイオ・インテグレーション研究拠点では、将来
のナノバイオ研究を担う若手研究者の育成を目的とし
て、東京大学に所属している研究者を対象に、研究費補
助金制度を設けました。

応募資格者

・東京大学に所属し、当該研究機関において研究活動を
行うことを職務に含む者であり、ナノバイオ・インテグ
レーション研究拠点の課題研究代表者（分担者・共同研
究者含む）以外であること。なお、学生からの応募は認
めない。
・研究代表者は、研究計画の遂行（研究成果のとりまと
めを含む）に関して全ての責任を持つ研究者である。
・外国出張その他の理由により、長期にわたって研究代
表者の責任を果たせなくなる場合には、研究代表者にな
ることを避けること。

応募期間

１月15日（月）～３月20日（火）

応募要領

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/CNBI/whatsnew/public

_advertisement070115.html

問い合わせ先

東京大学ナノバイオ・インテグレーション研究拠点
事務局
リサーチフェロー　記村　隆章
Tel: 03－5841－1656（内線　21656）
Fax: 03－5841－1510（内線　21510）
E-mail: kimura@cnbi.t.u-tokyo.ac.jp

ナノバイオ・インテグレーション拠点

若手研究費補助金の公募
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学内広報では、１月から３月の間に発行される各号に
おいて、今年度末をもって本学を退職される方々の最終
講義のお知らせを掲載します。

大学院工学系研究科・工学部

鎌田　元康　教授

（建築学専攻　建築環境学講座）
日時：２月28日（水）15:00～17:00

会場：工学部１号館15号教室
演題：「空気・水環境と建築設備」

藤原　毅夫　教授

（物理工学専攻　工業力学講座）
日時：２月28日（水）16:00～17:00

会場：工学部６号館２階63号講義室
演題：「固体電子構造理論について」

長澤　泰　教授

（建築学専攻）
日時：３月９日（金）15:00～17:00

会場：工学部１号館15号教室
演題：「新しい建築計画への試み：地理的環境として

の建築」

大学院理学系研究科・理学部

奈良坂　紘一　教授

（化学専攻　有機化学講座　有機合成化学研究室）
日時：３月15日（木）14:00～16:00

会場：化学本館５階講堂
演題：「フラスコからのメッセージ」

梅澤　喜夫　教授

（化学専攻　無機・分析化学講座　分析化学研究室）
日時：３月16日（金）14:00～16:00

会場：化学本館５階講堂
演題：「見えないものを見えるようにする」

大学院総合文化研究科・教養学部

浅島　誠　教授

（広域科学専攻　生命環境系）
日時：３月３日（土）13:30～15:00

患者さんにとって心休まる温かいところにするため
あなたの「やさしさ」を求めています。

東大病院にこにこボランティアの活動内容

●受付のお手伝い
●患者さんのご案内
●図書の貸し出し
●院内学級の送迎
●子どもの遊び相手
●その他

活動日 月～金（祝日を除く）
① 8:30～11:30

② 9:30～12:30

③ 12:00～15:00

これらの時間帯の中から、あなたのご都合に合わせてお
選びいただけます。

ボランティア応募資格

★１ヵ月２回（６時間）以上活動ができ、長期間継続
できる方

★18歳以上の方（ただし高校生は除く）

新規活動説明会・面談 ５月14日（月）13:30～
５月23日（水）16:30～

資料請求期間 ３月１日（木）～４月20日（金）
応募締切 ５月７日（月）

活動開始は６月以降を予定しております。

問い合わせ先

医学部附属病院　医事課　03-3815-5411（代表）
担当者　石山、三瓶　　内線　32615

小野澤（ボランティアコーディネーター）
内線　34286

http://www.h.u-tokyo.ac.jp/volunteer/index.html

E-mail：volunteer@adm.h.u-tokyo.ac.jp

退職教員の最終講義

医学部附属病院

2007年度ボランティア募集
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会場：駒場Ⅰキャンパス教養学部900番教室
演題：「動物の発生の仕組みを探し続けて四十年」

植田　直志　助教授

（広域科学専攻　相関基礎科学系）
日時：３月６日（火）16:20～17:20

会場：駒場Ⅰキャンパス教養学部18号館１階ホール
演題：「分子線と磁気共鳴」

川合　慧　教授

（広域科学専攻　広域システム科学系）
日時：３月13日（火）15:30～17:00

会場：駒場Ⅰキャンパス教養学部18号館ホール
演題：「情報の自由な翼」

大学院新領域創成科学研究科

大森　博雄　教授

（自然環境学専攻・自然環境構造学分野）
日時：３月16日（金）15:00～17:00

会場：柏キャンパス・
新領域創成科学研究科環境棟１階・ＦＳホール

演題：「自然環境学の課題と展望」

医科学研究所

高津　聖志　教授

（感染・免疫部門　免疫調節分野）
日時：３月９日（金）14:15～14:55

会場：医科学研究所１号館講堂
演題：「免疫系の調節機序と分子標的に魅せられて：

IL-5の研究から学んだこと」

竹縄　忠臣　教授

（癌・細胞増殖部門　腫瘍分子医学分野）
日時：３月９日（金）15:10～15:50

会場：医科学研究所１号館講堂
演題：「細胞内情報伝達研究の黎明期と隆盛期に

立ち会って」

澁谷　正史　教授

（癌・細胞増殖部門　腫瘍抑制分野）
日時：３月９日（金）16:10～16:50

会場：医科学研究所１号館講堂
演題：「血管新生因子の癌と炎症への関与」

御子柴　克彦　教授

（基礎医科学部門　脳神経発生・分化分野）
日時：３月９日（金）17:05～17:45

会場：医科学研究所１号館講堂
演題：「中枢神経系の発生・分化機構の解析」

物性研究所

高橋　實　教授

（物性理論研究部門）
日時：３月７日（水）13:20～15:15

会場：物性研究所本館６階大講義室（A632）
演題：「量子統計の進歩　

－理論研究40年を振り返って－」

aa山　一　教授

（附属物質設計評価施設）
日時：３月７日（水）15:30～17:25

会場：物性研究所本館６階大講義室（A632）
演題：「スピングラスと計算物性物理」

海洋研究所

石井　輝秋　助教授

（海洋底科学部門・海洋底テクトニクス分野）
日時：３月15日（木）13:00～14:00

会場：海洋研究所講堂
演題：「海洋底の岩石」

寺崎　誠　教授

（国際沿岸海洋研究センター・沿岸生態分野）
日時：３月15日（木）14:00～15:00

会場：海洋研究所講堂
演題：「私のプランクトン研究」

太田　秀　教授

（海洋生態系動態部門・底生生物分野）
日時：３月15日（木）15:30～16:30

会場：海洋研究所講堂
演題：「奈落曼荼羅紀行」

小池　勲夫　教授

（海洋化学部門・生元素動態分野）
日時：３月15日（木）16:30～17:30

会場：海洋研究所講堂
演題：「海洋における生元素循環と生物活動」

アイソトープ総合センター

巻出　義紘　教授

（アイソトープ総合センター長）
日時：３月９日（金）15:00～17:00

会場：アイソトープ総合センター大講義室
演題：「アイソトープ　―その研究から管理まで―」
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大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第500（２月７日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

現在、大学で調達している教職員の名刺につきまして
は、これまでは、３パターンの様式から選ぶことになっ
ておりましたが、今回の作成申込から130周年記念のシ
ンボルマークを使用した名刺様式（図参照）を選ぶこと
ができるようになりました。希望される方は、調達グル
ープからの通知がありましたらお申込ください。

「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、15号館ロビー、図書館ロビー、生協書
籍部、保健センター駒場支所で無料配布しています。バ
ックナンバーもあります。
第500（２月７日）号の内容は以下のとおりとなって

いますので、ぜひご覧ください。

〈500号記念特集〉
木畑洋一：四〇年前の学部報―五〇〇号に寄せて
三谷　博：駒場の歴史を遡ると
宮本久雄：教養学部報
浅島　誠：教養学部報と私
湯浅博雄：教養学部報とわたし
渡會公治：文化財学部報
河野俊丈：幾多の分野の引き出し
坂梨隆三：学部報とわたし
斎藤正彦：学部報とわたし
教養学部報の半世紀1951～2007

1号～100号〈1951年４月～1961年10月〉
101号～200号〈1961年11月～1973年11月〉
201号～300号〈1973年12月～1984年12月〉
301号～499号〈1985年１月～2007年１月〉

馬渕一誠：駒場に暮らして
若杉桂輔：2006年ノーベル化学賞：遺伝情報の「転写」

研究
橋本毅彦：空気の流れの歴史を探る

〈駒場をあとに〉
石井　明：線路脇の孤柳に再見（ツァイジエン）！
山影　進：存在感ある寡黙―石井明先生の後ろ姿
川合　慧：駒場をあとに
玉井哲雄：川合先生を送る
跡見順子：丸ごとだから活きる！　やってみて、言葉に

して分かる『人間』が成長するAr t s＆
Sciencesを育む駒場への限りない夢

八田秀雄：宇宙的先生

〈時に沿って〉
吉田丈人：はじめての駒場

130周年記念事業事務局

130周年記念シンボルマークを名刺に使いませ
んか？
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学生部

第53回東京地区国公立大学連合文化会美術展
（国公立展）のご案内

都内の国立大学11校の美術系サークルの作品が一同に
集まる展覧会「東京地区国公立大学文化会美術展　都内
国立大学11校美術部合同展」（国公立展）が今年は、以
下の日程にて開催されます。
この美術展は、実施までおよそ１年をかけて学生主体

で企画を行うもので、テーマに基づく各大学の共同作品
等、多種多様な作品が出展され、学生間の交流、活動意
欲を刺激する場となっています。
本学からは毎年、美術サークル（本学届出学生団体）

が参加しています。今年は、東京工業大学が当番校とな
り、準備を進めています。是非、この機会に学生達の作
品をご覧ください。

日　時：２月23日（金）～２月28日（水）
23日　12:00～18:30（入館18:00まで）
24～27日　10:00～18:30（入館18:00まで）
28日　10:00～16:30（入館16:00まで）

場　所：Ｏ美術館（品川区大崎1-6-2）
入展料：無料

参加大学：東京大学、お茶の水女子大学、
電気通信大学、東京医科歯科大学、
東京海洋大学、東京外国語大学、一橋大学、
東京農工大学、東京学芸大学、
首都大学東京、東京工業大学

Ｈ　Ｐ：
http://www.gakumu.titech.ac.jp/gakuseisien/life/koku

rituten/index.html

【本件に関する問合せ先】
学生部学生課学生生活チーム
大八木・宮内（内：22529・22514）

人事異動（教員）

発令年月日 氏名 異動内容 旧（現）職等

（退　　職）

19.1.31 山口　猛央 辞　職（東京工業大学資源化学研究 大学院工学系研究科助教授

所教授）

19.1.31 中村　哲也 辞　職 医科学研究所附属病院助教授

（採　　用）

19.1.16 久保田　純 大学院工学系研究科助教授 東京工業大学資源化学研究所助手

（昇　　任）

19.1.16 組頭　広志 大学院工学系研究科助教授 大学院工学系研究科講師

19.1.16 石橋　整司 大学院農学生命科学研究科附属演習 大学院農学生命科学研究科附属演習林助教授

林教授

19.2.1 渡邊　洋一 大学院医学系研究科助教授 大学院医学系研究科講師

19.2.1 藤井　輝夫 生産技術研究所附属マイクロメカト 生産技術研究所附属マイクロメカトロニクス国

ロニクス国際研究センター教授 際研究センター助教授

事 務 連 絡

※ 退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。

発令日、部局、職、氏名(五十音)順
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
大学院農学生命科学研究科　熊谷進
TEL/FAX 03-5841-5469
http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/bokujo/ggp/event/070221-22.html
E-mail:askuma@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp

大学院情報学環コンテンツ創造教育研究コア
http://content-gakubu.iii.u-tokyo.ac.jp/
E-mail：gakubu-info@iii.u-tokyo.ac.jp

空間情報科学研究センターGIS講習会　担当古橋
http://www.csis.u-tokyo.ac.jp/training/
E-mail:training@csis.u-tokyo.ac.jp
東京大学ビジネスローセンター
TEL：03-5805-7298
FAX：03-5805-7143
http://www.j.u-tokyo.ac.jp/%7eblc/

農学部　弥生講堂　一条ホール

本郷キャンパス工学部2号館9階
情報学環プレゼンテーションル
ーム1（92B1/92B2）

柏キャンパス総合研究棟
4階470号室
（4センター共有会議室）

法学政治学系総合教育棟
（通称：法科大学院ガラス棟）

2月21日（水）
2月22日（木）
10:00～

2月22日（木）
13:00～

2月23日（金）
10:00～

3月1日（木）
13:30～

食の安全研究センター設立記念シンポジウム
「食の安全を担う科学研究の新たな展開」

情報学環国際シンポジウム
「デジタル・コンテンツは大学を変えるのか？
－デジタル時代の教育研究を考える日米会議－」
※20ページ参照

2006年度 GIS講習会

第37回ビジネスローセンター公開講座
演題:未定
講師:小川洋（内閣官房知的財産戦略推進事務局長）

21世紀COE機械システム・イノベーション事務室
http://www.mechasys.jp/activity/index.html
TEL/FAX : 03-5841-7437
附属病院総務課総務企画チーム　庶務担当
TEL : 03-5800-8605
FAX : 03-5800-8725
E-mail : byoinsyomu@adm.h.u-tokyo.ac.jp

東洋文化研究所　黒田明伸
E-mail：kuroda at ioc.u-tokyo.ac.jp
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

東洋文化研究所　永ノ尾信悟
E-mail:seino@ioc.u-tokyo.ac.jp
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

東洋文化研究所　研究企画委員会
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

http://web.iss.u-tokyo.ac.jp/cjg/
Minako Sato
E-mail:satom@iss.u-tokyo.ac.jp

生産技術研究所　計測技術開発センター
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/̃tatsuma/symp3.html

教養教育開発機構　TEL:03-5454-6660
http://www.komed.c.u-tokyo.ac.jp/miraipro/20070326.pdf

海洋研究所
URL:http://www.ori.u-
tokyo.ac.jp/project/shingaku/hakuhoumaru.html

浅野キャンパス
武田先端知ビル　武田ホール

安田講堂

2日　山上会館002号室（地階）
3日　工学部8号館736号室

東洋文化研究所会議室
（工学部8号館7階）

東洋文化研究所会議室
（工学部8号館7階）

赤門総合研究棟5階
549号室

生産技術研究所
An棟2階コンベンションホール

駒場キャンパス18号館ホール

東京　晴海埠頭「白鳳丸」船上
ならびに晴海客船ターミナルホ
ール

3月1日（木）
2日（金）

3月2日（金）
14:00～

3月2日（金）
～3日（土）

3月12日（月）
14:00～

3月15日（木）
14:00～

3月20日（火）
18:00～

3月23日（金）
13:30～

3月26日（月）
13:00～

3月27日（火）、
28日（水）
10:00～

熱・流体・エネルギーシステム高度計算科学
国際シンポジウム

東京大学臨床展開研究シンポジウム
－ベンチからベッドサイドへ・そして社会へ－
※20ページ参照

ワークショップ「東アジア銭貨流通の再検討」

東文研セミナー
「インド学研究と写本」

東文研第6回定例研究会
「帰属カテゴリー、ワード・ポリティクス、リアリテ
ィ～現代ネパールにおける社会生活の民族誌の為のメ
モランダム」

社会科学研究所現代日本研究会
Non-Nuclear Weapons States and Nuclear
Proliferation

生産技術研究所
計測技術開発センター公開シンポジウム
「化学物質汚染に関する計測と対策」

海外先進教育実践支援プログラム　国際シンポジウム
国際標準の学部初年次教育実現へ向けて
－教員・職員・学生の新しい連携の形－

文科省・女子中高生理系進路選択支援事業
白鳳丸見学会

http://www.m.u-tokyo.ac.jp/news/
疾患生命工学センター　分子病態医科学　宮崎徹
TEL：03-5841-1436 E-mail：tm@m.u-tokyo.ac.jp
http://www.gakumu.titech.ac.jp/gakuseisien/life/koku
rituten/index.html
学生部学生課学生生活チーム
大八木・宮内（内：22529・22514）

東大病院老年病科
TEL：03-5800-8652 担当　野村

印刷博物館
TEL：03-5840-2300（代表）
印刷博物館ホームページ：
http://www.printing-museum.org/

東大病院または研究教育棟の会
議室

Ｏ美術館（品川区大崎1-6-2）

東大病院　入院棟A
15階大会議室

印刷博物館

2/21、2/26、3/14、19、
28、4/11の12:00～
13:00

2月23日（金）
～2月28日（水）

3月28日から6月13日
までの毎週水曜日
（4/4と4/11は休み）
14：00～

1月20日（土）
～3月25日（日）
休館日：毎週月曜日
開館時間：10:00～
18:00
（入場は17:30まで）

Wakeland教授によるMolecular Genetics
（分子遺伝学）の講義シリーズ（全6回）

第53回東京地区国公立大学連合文化会美術展
（国公立展）
※25ページ参照

第3回　高齢者教室
（老後を迎えるにあたって起こり得る様々な問題につ
いての、老年病の各専門分野の方々の講演）
※21ぺージ参照

印刷博物館・東京大学大学院情報学環　共催企画展示
モード・オブ・ザ・ウォー
東京大学大学院情報学環所蔵　第一次世界大戦期プロ
パガンダ・ポスター　コレクションより
※1351号参照

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等

ＵＴＵＴ
カフェカフェ

　ＵＴカフェは読者コメントを掲載するコーナーです。「学内広報」に掲
載された記事に関するご意見・ご感想をはじめ、学内の様々な事柄に関し
て常々思っていることなどを、気軽にお寄せください。
　投稿はＥメールで受け付けます。メールの本文に以下の項目を記入し、
下記アドレスまでお送りください。メールの件名は「意見」としてくださ
い。誌面への掲載はペンネーム・匿名が可能ですが、連絡用として投稿の
際には氏名・所属をご記入ください。

①氏名・所属　②連絡先電話番号　
③本名・匿名・ペンネームの希望
④タイトル（20字以内）　⑤本文（300字以内）

　「ＵＴカフェ」では、東京大学をテーマにした
「東大川柳」も同時募集します。優秀作は不定期
で「ＵＴカフェ」に掲載します。川柳の投稿の際
には、メールの件名を「川柳」とし、④に川柳を
ご記入ください（⑤はなし）。

「東大川柳」も同時募集
＜投稿先メールアドレス＞

＜記入項目＞

ご意見・ご感想投稿大募集！



17 バリアフリーの現場から　第５回
18 PCサプリ　Vol.3
18 Relay Column「ワタシのオシゴト」 第８回
19 龍岡門横丁噺　第12回
19 コミュニケーションセンターだより　No.30
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昨年1月、学内広報をリニューアルする際に『UTカフェ』という読者投稿コーナーを作り、自
由な意見・感想や『東大川柳』の募集を始めました（前ページの告知参照）。しかし、その後
の投稿が少ないため『UTカフェ』は現在、開店休業状態となっています。【学内広報】はみん
なで作るメディア。どうか皆さん、気軽にご意見や川柳をお寄せくださいね。（し）

◆ 表紙写真 ◆
関東学生グライダー競技会で離陸に備える
運動会航空部・尾松俊選手
（14ページに関連記事）

特集

26 EVENT LIST

02 UT試薬サイト、発進！
04 余裕資金運用

－国立大学法人化から３年間の歩み－

淡青評論
28 欣求奈落曼茶羅

一般ニュース

NEWS

06 学生部

平成19年度外国学校卒業学生特別選考の受
験者数決まる

06 環境安全本部

「防災シンポジュウム」開催される
07 環境安全本部

「文化財防火デーに伴う消防演習」
実施される

08 サステイナビリティ学連携研究機構

国際シンポジウム・公開シンポジウム開催
される

シンポジウム・講演会

INFORMATION

20 大学院情報学環

国際シンポジウム開催のお知らせ
20 医学部附属病院

「東京大学創立130周年記念事業」公開シン
ポジウム
「東京大学臨床展開研究シンポジウム
－ベンチからベッドサイドへ・そして社会
へ－」

21 医学部附属病院

第３回　高齢者教室のお知らせ

お知らせ
22 退職教員の最終講義
24 130周年記念事業事務局

130周年記念シンボルマークを名刺に使いま
せんか？

24 大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第500（２月７日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

25 学生部

第53回東京地区国公立大学連合文化会美術展
（国公立展）のご案内

部局ニュース
10 大学院工学系研究科・工学部

東大・東工大共催博士課程学生交流セミナ
ー開催

10 大学院情報理工学系研究科

実世界情報システムプロジェクト最終デモ
ンストレーションを実施

11 大学院理学系研究科・理学部

ひらめき☆ときめきサイエンス
「熱帯植物の不思議をさぐる」開催される

12 総合研究博物館

『モバイルミュージアム』始動
12 東洋文化研究所

東洋文化研究所シンポジウム
第２回アジア古籍保全講演会を開催

13 生産技術研究所

「第４回東京大学学生発明コンテスト」
開催される

14 東京大学ソンマ・ヴェスヴィアーナ発掘調査団

「火山噴火罹災地の文化・自然環境復元シ
ンポジウム　－アウグストゥスの別荘？ま
たは神域？－」開催

キャンパスニュース
14 学生部

東京大学運動会航空部、関東大会にて初の
個人優勝

コラム
15 さすてなTimes Vol.10
16 Crossroad～産学連携本部だより～Vol.11

募集
21 ナノバイオ・インテグレーション拠点

若手研究費補助金の公募
22 医学部附属病院

2007年度ボランティア募集

25 人事異動（教員）



海洋研究所に奉職し、深海底の生物との対話を目指し、35年を閲した。

映像機材で深海生物の生活を眺めようとスタートしたが、光と映像が機能

しない大深度に住む生物の世界を、二次元虚像で理解できると信じたのは

視覚と言語で世界を認識するヒトの都合であった。実物標本の機能形態や

生活形と映像との照合を続け、個体レベル以上の生物現象を扱う生態、分

類、進化学では種や生活の多様性が基本原理であると確信した。多様性の

カオスに埋没しつつ、その意義を問うことを楽しみに、いや語り部になろうと居直った。

よく「極限環境に生きるグロテスクな生物を調べているのですね。」と問われる。しかし、「深海は地球上

の２／３を占める最も宏大な生活圏で、そこに住む深海生物こそ地球の主ですよ。また、その無機環境条件

の変動幅は地球上最小で、実にマイルドな環境ですよ。」と答えている。厳しいのは暗黒・低温・高圧という

３環境要因ではなく、餌資源の極端な制限である。深海生物の様々な適応現象は、無駄を廃する究極のノウ

ハウと過疎を克服するためのものが多い。暗黒中の外貌は問題ではない。彼らは地球史とともに形態や生活

スタイルの生存価を追求してきたのであり、外容はおのずと滲み出た風格なのだ。

超過疎社会では集団性・社会性は希薄である。ちかごろ本学でも流行るという種内競争－功利的業績評価

主義からは距離をおくとしても、滅多にない邂逅の大部分が喰う・喰われる「一期一会の縁」であり、残り

が配偶確保のチャンスという薄氷を踏む緊張感を持続する世界である。その一方では、「硫黄の燃えている火

の池」たる深海の熱水噴出孔に「毒を生活の糧」とするパラダイスや、プレート沈み込み帯の天然ガス成金

の社会－化学合成生態系－限られたエリート集団のぬくぬくとした社会の発見にも巡り合わせた。

定年を目前にして、常識を震撼される学の楽しみと、無限に豊かな生命の曼荼羅を見んとするものは、ま

ず地獄から入れというダンテの勧めに共感を覚えるこの頃である。

太田　秀（海洋研究所）

欣求奈落曼茶羅

No. 1352 2007年2月14日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp
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